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泉・波田野研究室

 構成

スタッフ: 泉教授、波田野講師（育児休業中）、榊間助教

学生：博士3人、修士7人、学部4年6人、学部3年？人

 材料力学/科学/強度学をベースとしたナノからマクロまでのあらゆる“も
の”の強度・信頼性の研究

 岡村・酒井研究室から続く歴史ある研究室（1960-）
 理論（シミュレーション）なので、研究時間に自由がきく。



自己紹介～泉

 経歴
 平成６年 機械情報工学専攻 修了

 平成６－１１年 ㈱東芝 研究開発センター（機械系のリクルーター）

 平成１１－１８年 機械工学専攻 助手准教授

 平成１９－２０年 Massachusetts Institute of Technology, Visiting scholar
 平成２６年ー 機械工学専攻 教授、東大機械同窓会 理事・事務局長

 平成３０年ー 酒井・泉研究室から泉・波田野研究室へ

 専門分野

 半導体分野の強度信頼性（マルチスケールシミュレーション～有限要素法、分子動
力学）

 有限要素法の機械分野への応用（ボルト締結体の有限要素法解析）



書籍

4

“実践分子動力学シミュレーション”、
泉 聡志、増田裕寿、森北出版 2013年
11月

“実践有限要素法シミュレーション”、
泉 聡志、酒井信介、森北出版 2010年
9月



研究紹介：CAE （有限要素法解析、分子動力学解析）

ボルト締結の有限要素法
（日東精工、日立製作所） 半導体素子の分子動力学

（キオクシア、富士電機）

鉄道・軌道の有限要素法
（JR東日本、日立製作所）

潤滑の分子動力学、機械学習
（マツダ）

ワイヤロープの実験・有限要素法
（労働安全衛生研究所） 人体衝撃解析の実験・有限

要素法（千葉工大、他）



研究室のルール

 研究室は学生が運営（飲み会、合宿、掃除）

 歓迎会は、配属日に行う

 研究テーマの設定・変更は自由

 一人一テーマで、学生間の上下関係がない

 学生の活動時間は自由

 来客には全力でコーヒーを出すべし。来客のお菓子は平等に分け
与えるべし



 実務を支える教養・基礎学力

 問題を解決する実務能力（コンピテンシー）

～問題解決能力、コミュニケーション能力、リーダーシップなどの
能力

日本の卒業論文は

世界的にも高く評価されている

卒業論文で身に着ける力



研究紹介へ

企業との共同研究に参加してもらいます。

１．小型カメラを用いた鉄道分岐器の列車通過時における衝撃増幅現象の解明 JR東日本

２．機械学習による鉄道車両構体の有限要素法解析の代替モデルの開発 日立製作所笠戸工場

３．深層学習原子間ポテンシャルを用いた固体潤滑の分子動力学シミュレーション マツダ

４．深層学習を活用した原子間ポテンシャルの自律的学習手法の開発 キオクシア、マツダ他

テーマ設定は自由

テーマの重複OK, これ以外の持ち込みテーマでもOK

有限要素法

分子動力学機械学習

鉄道

医療半導体



英語輪講 CAE×機械学習

昨年のスケジュールと本



研究室実習：シミュレーション＆ビジュアライゼー
ション演習

•Visual Studio (C++)  (無料版)を使用

１、動くもののシミュレーションをします。
• 球の衝突、振動など
• 分子動力学
• 粒子法

２、シミュレーション結果は可視化します。



視覚化の例

古典分子動力学法
（Morseポテンシャル）

2原子のシミュレーション



粒子法
 メッシュの代わりに計算点＝粒子を用いる

 解析モデルを形状データに等間隔に配置した粒子として簡単に作成するこ
とができる

 粒子同士の位置関係は固定されないため、大変形に対応できる

 自由表面は粒子の位置によって簡単に取り出すことができる

 そのため、自由表面の追跡が課題となる流体解析や、大変形を伴う超弾性
体解析、破断の起きる構造体の解析などに適しています

プロメテック社のHPより
http://www.prometech.co
.jp/technique/particle/



120179 大島君

惑星に対する衛星の動きが物理シミュレー
ションにより再現され、何より色がきれいで、
美しい作品でした。

120210 舘君

スターリングエンジンをモチーフに、熱が伝
わって動く楽しいシミュレーションを見せてく
れました。

作品例
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